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り
増
額

ら
み
充
実

廃
止

）
を
１
兆
円
前
後
上
回
る

約
２４
兆
５
０
０
０
億
円
と
す
る

方
向
で
最
終
調
整
に
入

っ
た
。

中
期
防
総
額
は
２
回
連
続

で
削

減
さ
れ

て
き
た
が
、
厳
し
さ
を

回
作
ら
れ

て
い
る
が

、
財
政
悪

化
を
受
け

、
総
額
は

０１
年
度
か

ら

の
中
期
防

（
２５
兆

１
６
０
０

億
円
）
を
ピ
ー
ク

に
、
減
少
傾
向

に
あ

っ
た

。
一
方

で
、
海
洋
進

出
を
強
化
し
て
い
る
中
国
は
、

公
表
さ
れ

て
い
る
国
防
費
が
２

０
１
３
年
度

で
約
７
２
０
２
億

元

（
約
９
兆
３
６
２
２
億
円
）

と
過
去
１０
年
間
で
約
４
倍

に
な

る
な
ど
、
軍
拡
を
急
速
に
進
め

て
い
る
。

日
本
政
府
が
問
題
視
し
な
い

の
は
、
韓
国
か
ら
事
前
に
打
診

が
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
韓

国
政
府
は
防
空
識
別
圏
拡
大
を

使
館
ル
ー
ト

で
日
本
側
に
通
告

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
韓
両

政
府
は
発
表
時
の
表
現
を
す
り

合
わ
せ
た
と
い
う
。

軽
減
税
率
５
団
体
に
聴
取
晃
驚

自
民
、
公
明
両
党
は
９
日
、

国
会
内

で
与
党
税
制
協
議
会
を

開
き
、
生
活
必
需
品
な
ど
の
消

費
税
率
を
低
く
す
る
軽
減
税
率

ル
〓
叩

楠
脚

彗
員

′

こ

、

Ｊ
ふ

卜
＝

れ
に

中
■

枯
壊

惜
厭

色
周

14～ 18年度

角
膜
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
失
明
の
予
防
に

マ
ウ

ス
の
実
験

で

成
功
し
た
と
、
京
都
府
立
医
大
の
木
下
茂
教
授
と
同
志
社
大
の
中
村
隆

宏
准
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
角
膜
の
透
明
な
細
胞
を
壊
す

た
ん
ぱ
く
質
を
特
定
し
、
化
合
物
で
働
き
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
と

い
う
。

１０
日
の
米
医
学
誌
ジ

ャ
ー
ナ
ル

。
オ
ブ

・
ク
リ

ニ
カ
ル

・
イ

ン

ベ
ス
テ
ィ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
電
子
版
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

の
導
入
に

つ
い
て
、
５
団
体
か

ら
意
見
を
聞
い
た
。

新
日
本
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ

ッ

ト

協

会

は

軽

減

税

率

に

つ
い

を
観
察
す
る
と
生
後
半
年
頃
か
ら
激

し
い
炎
症
が
起
き
、
や
が

て
失
明
し

た
。
解
析
の
結
果
、

こ
の
遺
伝
子
が

作
る
た
ん
ぱ
く
質
が
な
い
と
、
炎
症

を

引

き

起

こ
す

別

の
た

ん

ぼ

く

質

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
３
」
の
働
き
が
活
発
に

な
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

マ
ウ
ス
の
失
明
は
こ
の
た
ん
ぱ
く

質

の
働

き

が

強

ま

っ
た

こ
と

で
軽

い
炎

症

が

進

行

し

た
結

果

と

み

ら

れ

、

Ｓ

Ｔ
Ａ

Ｔ
３

の

働

き

を

抑

え

る
化

合

物

の
点

眼

を

続

け

る

と

、

失
明

を

防

ぐ

こ
と

が

で
き

た

と

い

）つ
。

鯛
結
毀
黙

失
明
予
防

マ
ウ
ス
で
成
功

黒
目
を
覆
う
角
膜
は
、
異
物
が
目

に
飛
び
込
ん

で
大
き
く
傷
付
い
た
り

薬
の
副
作
用
で
組
織
が
破
壊
さ
れ
た

り
す
る
と
治
療
が
難
し
い
炎
症
を
起

こ
し
て
白
濁
し
、
失
明
す
る
。
角
膜

の
細
胞
は
黒
目
と
白
目
の
境
界
に
あ

る
幹
細
胞
が
作
る
。
グ
ル
ー
プ
は
こ

の
幹
細
胞
だ
け

で
働
く
遺
伝
子
を
見

つ
け
機
能
を
調

べ
た
。

遺
伝
子
を
壊
し
た

マ
ウ

ス
の
角
膜

「多
ニ

」
【
・‐
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島
根
原
発
２
号
機

安
全
審
査
申
請

ヘ

中
国
電

月
内
に

中
国
電
力
は
、
島
根
原
子
力

発
電
所
２
号
機

（
松
江
市
、

８２

万
計

・
ロ
ッ
）
の
再
稼
働
に
向
け
、

今
月
中
に
原
子
力
規
制
委
員
会

に
安

全

審

査

を

申

請

す

る

方

針

を

固

め

た

。

島

根

県

と

松

江

市

が

申

請

を

容

認

す

る

方

向
と
な

っ
た
た
め
だ
。
東
京
電

力

の

福

島

第

一
原

発

と

同

じ

「
沸
騰
水
型
」
の
申
請
は
、
東

電
柏
崎
刈
羽
原
発
に
次
い
で
２

例
目
だ

）^

中
国
電
は
安
全
審
査
に
向
け

て
、

島

根

原

発

２

号

機

で

フ

ィ
ル

タ

ー

付

き

ベ

ン
ト

（
排

気

）
設

備

の

設

置

な

ど

の
安

全

対

策

を

進

め

て
お

り

、

２

０

１

４

年

度

前

半

に

工
事

が

終
わ
る
見
通
し
だ
。
中
国
電
は

‐４
年
度
中
に
再
稼
働
さ
せ
た
い

考
え
だ
。

Λ
関
連
記
事
８
面
∨

秘
密
指
定
対
象

「広
が
ら
な
い
」

磯
崎
首
相
補
佐
官

層
ｗｓ
補黎
噸
酬

夜
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

の

「
深
層
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
」
に
出
演
し
、
特
定
秘
密
保

護
法
で
秘
密
に
指
定
す
る
情
報

の
件
数
に

つ
い
て

「
今

の
秘
密

の
中
か
ら
特
定
秘
密
を
指
定
す

こ
の
日
、
　

一
し

っ
か
り
と
チ

ェ

ッ
ク
機
能
を
含
め
、
制
度
設
計

な
い
。
外
交
や
安
全
保
障
の
展

開
も
、
経
済
力
が
あ

っ
て
の
こ

党
か
ら
は
、
先
月
の
鈴
木
寛
前

参
院
議
員
に
続
き
、
５
日
に
山

深
NE

せ
な
い
た
め
に
も
導
入
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
主
張
。
納
税
事

務
の
負
担
を
な
る

べ
ぐ
軽
く
す

る
た
め
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る

帳
簿
や
請
求
書
を
活
用
す
る
公

明
党
案
と

つ
い
て
、

「
現
実
的

で
あ
り
、
過
度
な
負
担
に
な
る

こ
と
は
な
い
」
と
評
価
し
た
。

日
本
税
理
士
会
連
合
会
や
全
国

商

工
会
連
合
会
な
ど
４
団
体
は

「
対
象
品
目
の
線
引
き
が
難
し

い
」
な
ど
と
し
て
、
導
入
に
否

定
的
な
考
え
を
示
し
た
。

京

都

知

事

選

４
月
６
日
投
開
票

京
都
府
選
管
は
９
日
、
来
春

の
知
事
選
の
日
程
を
３
月
２０
日

告
示
、
４
月
６
日
投
開
票
と
決

め
た
。
知
事
選
に
は
こ
れ
ま

で
、

無
所
属
新
人
で
小
児
科
医
の
尾

崎
望
氏
（
５９
）
が
ヽ
共
産
党
の
推

薦
を
受
け

て
立
候
補
す
る
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
Ю
現
在
３
期

目
の
山
田
啓

二
知
事

（
５９
）
は
態

度
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

べ
、
現
行
制
度
で
約
４２
万
件
の

特
別
管
理
秘
密
よ
り
少
な
く
す

る
方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
衆
院
国
家
安
全
保
障

特
別
委
員
会
理
事
の
中
谷
元

・

元
防
衛
長
官

（
自
民
党
）
は
同

番

組

で
、

国

家

安

全

保

障

会

議

（
日
本

版

Ｎ

Ｓ

Ｃ

）
設

置

に
関

し

「
米

国

か

ら

情

報

を

得

や

す

く

な

る

と

思

う

」
と

語
り
、
同
法
成
立

の
意
義
を
強

調
し
た
。

叛
乱
テ
ロ
続
出

中
華
帝
回

戦
便

猪
瀬
直
日
即
尉
は
ハ
ダ
カ
の
王
様
だ

黒

澤

明
山
ら
さ
＾

Ⅲ
拙
蝙
自
椰
賜
Ｇ
。マ
ル
Ｌ

野
茂
英
雄
記
録
よ
ｈ

小
澤
征
爾
を
フ
ヤ
ヒ

松
下
幸
之
助
経
営
の
神
」

Ｌ工
原
理
担治覆
視
界
か
ら
一

高
橋
是
清

山
口
百

葛
飾
北
斎

東
郷
平
”

湯
木
貞

一
平
丼
伯

高
杉
晋
作

錦

織

支
倉
常
長

丼
山
裕

大
野
耐

一
福
沢
ヨ

沢
村
栄
治

熊
川
彗

藤
原
道
長

公

文

佐
々
淳
行

鰈
苦
境
で
咲
く
人
、
咲
け
な
い
人
因
圏
圏
□

晰
そ
れ
で
も
わ
た
し
は
が
ん
と
間
う

翻蔀
左
澤
子

颯
囲
日
老
人
ホ
ー
ム
乱
立

後
悔
し
な
い
施
設
選
び


